
第
三
章

柏
日
体
高
等
学
校

の
沿
革

(
一
)

開
校

の
経
緯

千
葉
県
柏
市
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
当
時
は
人
口
が
四
万
人
余
り
で
市
内

の
至
る
所
に
の
ど
か
な
田

園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
首
都
近
郊
の
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
に
あ
る
同
市
は
、
そ
の
後
商
業
や
工
業
の
面
で
飛
躍
的
な
発

展
を
と
げ
、
徐

々
に
首
都
圏
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
今
日
で
は
人
口
三
十
万
余
の
都
市
に
ふ
く
れ
あ
が

っ
て
い
る
。

現
在
、
柏
市

の
県
立

・
市
立
高
校
は
八
校
を
数
え
私
立
高
校
も
四
校
と
な

っ
た
が
、
柏
日
体
高
等
学
校
が
創

立
さ
れ
た
昭
和
三
十
五

年
当
時
は
、
私
立
高
校

一
校
の
み
で
、
市
内
に
あ
る
五
中
学
の
進
学
希
望
者
を
全
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
に
あ

っ
た
。

加
え
て
同
市
は
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
伴
う
教
育
施

設
の
整
備

・
拡
充
は
焦

眉
の
急
務
と
な

っ
て
い
た
。
特
に
、
高
校
の
新
設

・
誘
致
は
、
柏
市
民
あ
げ
て
の
要
望
で
も
あ

っ
た
。

折
し
も
、
当
時
の
日
本
体
育
会
米
本
卯
吉
理
事
長
は
、
他

の
事
業
の
関
連
で
、
こ
の
柏
市
近
郊
の
手
賀
沼
周
辺
に
度

々
足
を
運
ん
で

い
た
。
東
京
都
競
馬
株
式
会
社
の
会
長
で
も
あ

っ
た
米
本
氏
は
、
こ
の
手
賀
沼
周
辺
に
首
都
圏
の

一
大

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
を
建
設
す
る

構
想
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
全
日
本
観
光
と
い
う
会
社
を
創
立
し
て
当
地
周
辺
の
土
地
の
買
収
を
進
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
昭
和

三
十
四
年
の
春
、
米
本
理
事
長
が
こ
の
目
的
で
当
地
を
訪
れ
た
折
、
「う
ち
の
学
校
は
運
動
場
が
狭
く
て
困

っ
て
い
る
。
こ
の
辺
に
よ
い

土
地
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
元
柏
市
か
ら
高
校
誘
致
の
話
が
理
事
長
に
持

ち
か
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
折
、
米
本
理
事
長
は
、
「う
ち
の
学
校
を

一
度
見

て
み
て
は
ど
う

か
」
と
提
案
さ
れ
、
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
そ
の
関
係
者
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が
、
日
本
体
育
大
学
及
び
日
体
荏
原
高
等
学
校
を
視
察
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
視
察

の
結
果
、
同
市
議
会
で
は
、
昭
和
三
十
四
年
六
月

十
九
日
、
「
日
本
体
育
大
学
及
び
付
属
高
等
学
校
誘
致
促
進
に
関
す
る
決
議
」
案
を
全
会

一
致
を
も

っ
て
可
決
し
、
さ
ら
に
は
、
昭
和
三

十
四
年
八
月
二
十
二
日
、
浜
島
千
代
丸
柏
市
長
よ
り
、
前
記
決
議
に
基
づ
き
、
「日
本
体
育
大
学
付
属
高
等
学
校
設
置
」
が
正
式
に
学
校

法
人
日
本
体
育
会
に
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
請
に
は
、
当
時

の
柏
市
が
財
政
的
に
か
な
り
逼
迫
し
た
状
態
に
あ

っ
た
た
め
、

土
地

・
建
物

一
切
の
費
用
は
日
本
体
育
会
が
負
担
す
る
と
い
う
条
件
も
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
要
請
を
受
入
れ
、
日
本
体
育
会
は
、
さ

っ
そ
く
用
地
の
買
収
等

の
準
備
に
入

っ
た
。
お
も
に
、
用
地
の
買
収
に
あ
た

っ
た
の
は
、

日
本
体
育
会
本
部

の
西
村
事
務
長
と
、
柏
日
体
高
等
学
校
初
代
校
長
井
上
弘
夫
の
両
氏
で
あ

っ
た
。
井
上
氏
は
当
時
、
米
本
理
事
長
経

営

の
東
京
都
競
馬
株
式
会
社

の
企
画
部
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
同
社
不
動
産
部
の
業
務
も
兼
任
し
、
手
賀
沼
周
辺
に

一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド
を
建
設
す
る
た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
、
沼
南
、
柏
、
我
孫
子
地
区

に
出
向

い
て
、
土
地

の
買
収
や
そ
れ
に
伴
う
現
地
及
び
県
当
局

と
の
折
衝
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。
ま
ず
、
第

一
の
候
補
地
と
し
て
鴻
の
巣

の
開
拓
農
地
が
、
次

い
で
南
柏

の
用
地

の
奥
、
根
戸
の

台
地
、
現
在

の
豊
四
季
団
地

の

一
角
等
が
候
補
地
と
し
て
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
不
適
格
と
な
り
、
最
終
的
に
は
当
時

の
寺
島
商
工
会

長
や
柏
市
民
新
聞
関
浦
社
長
ら
の
協
力
を
得
て
、
約
二
万
五
千
坪

の
現
在
の
戸
張
の
土
地
を
学
校
用
地
と
し
て
買
収
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
こ
の
用
地
の
買
収
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
土
地
の
大
部
分
が
、
幸
い
な
こ
と
に
柏
市
民
の
浜
島
千
代
丸
氏

と
浜
島
平
樹
氏
の
所
有

地
で
あ

っ
た
た
め
、
難
行
す
る
こ
と
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
事
は
運
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
間
、
二
度

に
わ
た
り
井
上
氏
は
、
米
本
理
事
長
よ
り
校
長

へ
の
就
任
を
要
請
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
氏
は
翌
年
に
は
、

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
視
察
を
目
的
に
渡
米
す
る
予
定

で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
要
請
を
断
り
続
け
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
昭

和
三
十
五
年

一
月
末
に
、
同
氏
は
旧
知

の
友
で
あ
る
当
時
の
柴
田
千
葉
県
知
事
か
ら
電
話
が
あ
り
、
校
長
就
任
を
懇
願
さ
れ
た
た
め
、
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断
わ
り
き
れ
ず
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
氏
は
当
時
の
事
情
を

『創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』

の
中

で
回
顧
し
て
い

る

。か
く
し
て
、
設
置

へ
向
け
て
の
準
備
が
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
体
育
会
は
、
前
記

の
市
議
会
決
議
を
う
け

て
、

月
十

一
日
、
「
柏
日
体
高
等
学
校
設
置
認
可
申
請
書
」
を
千
葉
県
知
事
宛
に
提
出
し
た
。

設
置
趣
意
書
の
要
点
は
、
左
に
掲
げ
る
ご
と
く
で
あ
る

(『創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』
)。

昭
和
三
十
五
年

一

、
設
置
趣
意

二

、

(
1
)

32

第
二
次
世
界
大
戦
後
施
行

の
教
育
制
度
に
よ
る
自
由
平
等
と
男
女
教
育
の
機
会
均
等
、
そ
し
て
義
務
教
育
終
了
者
の
進

学

の
著
し

い
増
加
。

東
京
の
衛
生
都
市
で
あ
る
柏
市
の
急
激
な
人
口
増
加
と
柏
市
の
要
請
。

本
会
は
地
域
社
会
の
要
望
に
こ
た
え
、
本
法
人

の
理
想
と
す
る
教
育
方
針
、
即
ち

イ
、
心
身
両
生
活
の
健
全
な
向
上
発
展
を
基
礎
と
し
、
徳
性
の
酒
養
、
特
に
躾
教
育
に
留
意
し
、

ロ
、
実
際
社
会
で
も
家
庭

で
も
役
立
つ
教
養
に
重
点
を
置
き
、

ハ
、
全
生
活
を
通
し
て
自
主
自
発
的
に
陶
冶
成
長
す
る
有
為
な
人
材
、
あ
る
い
は
家
庭

の
主
婦

と
し
て
国
家
社
会

の
公

民
を
育
成
す
る
た
め
、
高
等
普
通
教
育
な
ら
び
に
専
門
技
能
教
育
を
施
す
。

設
置
計
画

千
葉
県
柏
市
戸
張
地
区
に
二
万
三
千
五
百
十
九
坪

の
敷
地
を
購
入
し
、
別
紙
事
業
計
画
書

(省
略
)

の
通
り
三
期
に
分
け
て

設
置
設
備
を
完
成
す
る
。

こ
の
間
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
よ
り
、
六
月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
は
隣
接
地
区

に
あ
る
東
京
都
中
央

区
立
柏
学
園
の
施
設
を
借
用
し
七
月
に
お

い
て
校
舎
工
事
が
完
成
次
第
直
ち
に
こ
れ
に
移
転
す
る
。
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三

、

目
的
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
の
精
神
に
基
づ
き
義
務
教
育
を
終
え
た
も

の
に
対
し
、
高
等
普
通

教
育
お
よ
び
専
門
教
育

を
施
し
、
と
く
に
健
康
な
身
体
と
健
全
な
人
格
を
陶
冶
し
、
社
会
的
教
養
を
授
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
家
社
会
に
有
為
な

人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
ま
れ
、
日
本
体
育
会
は
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
四
日
、
千
葉
県
知
事
か
ら
高
等
学
校
設
置
の
認
可
を
得
、
同
年
四
月

一
日
、
柏
日

体
高
等
学
校
の
開
校
に
漕
ぎ
つ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
か
月
足
ら
ず

の
短
期
間

の
内
に
柏
日
体
高
等
学
校

が
開
校

で
き
た
の
は
、
柏

市
当
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
氏
の
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
の
賜
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
体
育
会
の
、
と
り
わ
け
米
本
卯
吉
理
事
長
の

教
育
者
と
し
て
の
熱
意
と
理
解
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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(二
)

仮
校
舎
か
ら
の
出
発
と
井
上
初
代
校
長

の

「躾
」
教
育

柏
日
体
高
校
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月

一
日
開
校
し
た
が
、
同
年
七
月
に
本
校
舎
の
第

一
期
工
事
が
竣
工
す

る
ま
で
は
、
隣
接
す
る

東
京
都
中
央
区
立
柏
学
園
の
施
設
を
借
用
し
、
第

一
期
生
の
入
学
式
も
こ
の
施
設
で
挙
行
さ
れ
た
。
当
施
設

は
、
緑
の
林
に
囲
ま
れ
環

境
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
田
舎
の
木
造

の
校
舎
と
い
う
感
じ

の
も
の
で
あ

っ
た
。
あ
る
日
、
米
本

理
事
長
が
来
校
さ
れ
た
折
、
講
堂
等

の
施
設
が
な
い
た
め
全
員
が
廊
下
に
集
合
す
る
と
、
そ
の
重

み
で
床
が
バ
タ

ン
と
抜
け
落
ち
、
理

事
長
の
講
演
が
中
断
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
教
室
や
ト
イ
レ
の
床
を
破

っ
て
竹
の
子
が
伸
び
て
き
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
に
は
昆
虫

等
が
這

い
回
る
光
景
も
め
ず
ら
し
く
は
な
か
っ
た
。
校
舎

の
前
に
は
わ
ず
か
な
広
場
も
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
運
動
用
器
械
と
し
て



開校当時の学年別定員

学年別

科 別

第1学 年 第2学 年 第3学 年

級 定 員 級 定 員 級 定 員

普 通 科 3 120 3 120 9 360

商 業 科 2 80 2 80 6 240

合 計 5 200 5 200 15 600

は
、
鉄
棒
が

一
つ
設
置
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
開
校
当
初
は
、
教
育
環
境

と
し
て
は
全
く
恵
ま
れ
な
い
状
況
に
あ

っ
た
が
、

こ
こ
を
根
城
と
し
て
柏

日
体
高
等
学
校
は
、
未

来

へ
向
け
て
の
第

一'歩
を
確
実
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
仮
校
舎
か
ら
の
出
発
で
あ

っ
た
。

当
時
、
本
校
は
普
通
科
と
商
業
科

の
二
科
か
ら
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
別
定
員
は

上
に
掲
げ
る
通
り
で
あ

っ
た
。

な
お
、
普
通
科
と
商
業
科
の
い
ず
れ
も
男
女
別
学
と
さ
れ
、
普
通
科

の
定
員
百
二
十
名
、
三
学

級
の
内
、

一
学
級
が
女
子
、
商
業
科
の
定
員
八
十
名
、
二
学
級
の
内
、

一
学
級
が
女
子
で
編
成
さ

れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
開
校
当
時
の
教
育
課
程
及
び
授
業
時
数

に
つ
い
て
は
他

の
学
校
に
比
し
て
特
に
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
本
校
初
の
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
な
の
で
次
に
掲
げ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

当
初
の
教
職
員
は
総
勢
四
十
四
名
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
内
訳

は

一
、
校
長

一
名

二
、

教
諭
二
十
六
名

三
、
講
師
四
名

四
、
実
習
助
手
六
名

五
、
事
務
職
員
四
名

六
、

校
医
二
名

七
、
養
護
教
諭

一
名
で
あ

っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
七
月
に
第

一
期
工
事
が
竣
工
し
、
仮
校
舎
か
ら
新
校
舎

へ
と
移
転
し
た
が
、
広

大
な
校
地
は
林
を
切
り
拓
い
た
ま
ま
の
状
態
で
、
切
り
株
な
ど
が
転
が
り
、
外
柵
も
な
い
有
様
で

あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
職
員
及
び
生
徒
は
夏
休
み
も
返
上
し
て
校
内

整
備
に
あ
た
り
、
切
り
株

の
掘
り
起

こ
し
、
樹
木
の
移
植
、

ロ
ー
ラ
i
引
き
、
土
手
塀
の
構
築
、
通
学
路

の
普
請
、
広
大
な
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開 校 当 時

普 通 科

の 教 育 課 程

教 科 科 目

単 位 数

総時数 摘 要学 年 別
計

1 2 3

国 語
国語 甲 ③ 3 4 10 350

1.△ は選択科目

を示す

2.週 授業時数は
31時 間とする

3.こ のほか教育
活動は週当り

2単 位時間を
当てる

国語 乙 △②男 △2 △2 △6 △210

社 会

社 会 ⑤ 5 5

15 525日 本 史 5 5 5

人文地理 5 5 5

数 学

数学1 ⑥ 3

17 595数学II 3

数 学III 5

理 科

生 物 ⑤ 5 5

15 525物 理 5 5 5

化 学 5 5 5

保健
体育

体 育 ③ 2 2

9 315

保 健 1 1

家 庭
家庭一般 △②女 △2 △4

210

食 物 △2

職 業 商 業 ② 2 2 6 210

芸 術
音 楽 △2 △2 △2 △6 △210

書 道 △2 △2 △2 △6 △210

外国語 英 語 ⑤ 5 5 15 525

計

必 修 29 29 29 87 3,045

選 択 △2 △2 △2 △6 △210

合 計 31 31 31 93 3,255
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商 業 科

教 科 科 目

単 位 数

総時数 摘 要学 年 別
計

1 2 3

国 語
国語 甲 ③ 3 3 9 315 1.△ は選択科 目を

示す

2.選 択科 目は1・

2年 は国語 乙 ・商

業美術 ・家庭一般

中より1科 目4単

位 を、3年 は商業

法規 ・商業簿記 ・商

品・和英 タイプ・食

物の 中より3科 目

6単 位 を選択せ し

むる。

3.週 授業時数は1

年30時 間、2年31

時 間、3年32時 間

とす る。

4.こ のほか特別教

育活動 に週 当た り

2単 位時間 を当て

る。

国語 乙 △2 △2 △4 △140

社 会

社 会 ③ 3 3

9 315日 本 史 3 3 3

人文地理 3 3 3

数 学 数学1 ③ 3 6 210

理 科
生 物 ③ 3 3

9 210
化 学 3 3 3

保 健
体 育
体 育 3 2 2

9 315
保 健 1 1

職 業

商業一般 ② 2 2 2 70

商事経済 2 2 2 2 70

経 営 2 2 2 2 70

文書実務 2 2 2 2 70

商業法規
2 2 2 2 70

△2 △2 △70

商業簿記
④ 4 4 4 140

△2 △2 △70

工業簿記 4 4 4 4 140

銀行簿記 2 2 2 2 70

会 計 3 3 3 3 105

計算実務 ② 2 2 6 210

商業英語 5 5 175

商業美術 △②男 △2 △4 △140

商 品 △2 △2 △70

和文タイプ △2 △2 △70

家 庭
家庭一般 △②女 △2 △4 △140

食 物 △2 △2 △70

外国語 英 語 ⑤ 5 10 350

計

必 修 28 29 26 83 2,905

選 択 △2 △2 △6 △10 △350

合 計 30 31 32 93 3,255
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校
地
の
草
取
り
、
芝
植
え
等
の
作
業
が
炎
天
下

の
中

で
毎
日
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
芝
は
、
生
徒
が
片
道
二
時
間
半
以
上
も
か
け
て

自
転
車
で
習
志
野
の
自
衛
隊
ま
で
も
ら
い
に
行
き
、
そ
れ
を
持
ち
返

っ
て
校
内
に
植
え
た
と

い
う
。
井
上
校
長

も
垂
範
率
先
し
て
校
内

の
整
備
に
あ
た
り
、
時
に
は
鍬
を
持

っ
た
リ
リ
ヤ
カ
ー
を
引
く
姿
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
開
校
当
初
は
大
変
な
苦
労
が
あ

っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
逆
に
教
職
員
生
徒
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
新
し

い
学
校
を
作
ろ
う
と
す
る
意
欲
に
燃
え
た
良
き
時
代
で
も
あ

っ
た
。

旧
帝
国
軍
人
で
あ

っ
た
井
上
校
長
は
こ
と
の
外
、
躾
に
は
厳
し
く
次

の

「躾
三
則
」
な
る
も

の
を
掲
げ
、
将
来
、
社
会
の
中
堅
に
な

っ
て
も
立
派
に
通
用
す
る
人
間

の
育
成
に
全
力
を
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。

礼
儀
と
作
法
を
重
ん
じ
、
言
葉
使

い
を
正
し
く
し
、
品
位
と
教
養
を
身
に
つ
け
よ
。

進
ん
で
人

の
嫌
が
る
仕
事
、
人
の
目
に
つ
か
な

い
仕
事
に
従

い
、
労
を
惜
し
む
な
。

素
直
で
、
明
る
く
、
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
人
間
と
な
れ
。
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井
上
校
長
は
朝
は
必
ず
校
門
に
立
ち
服
装
指
導

・
礼
法
指
導
を
行
な
い
、
清
掃
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
下
駄
箱

の
靴
の
入
れ
方
ま
で
こ

と
細
く
注
意
し
た
と

い
う
。
帰
り
は
生
徒
全
員
を
校
長
室
ま
で
挨
拶
に
来
さ
せ
、
特
に
女
子
生
徒
に
は
東
京
の
有
名
校
の
よ
う

に

「
ご

き
げ
ん
よ
う
」
と
挨
拶
さ
せ
た
。

当
時
、
学
内

の
清
掃
は
隅
々
ま
で
行
き
届

い
た
。
本
校
視
察

に
訪
れ
た
平
山
博
三
浜
松
市
長
は
、
浜
松
日
体
高
等
学
校

の
入
学
式
の

祝
辞
の
中
で
、
開
校
当
初
の
柏
日
体
高
等
学
校
を
次
の
よ
う
に
賛
辞
し
た

(『創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』)
。



同

校

は
創

立

早

々
で
あ

っ
た

が
、

教

職

員

、

生

徒

が

一
体

と

な

り

、

礼

儀

が

正
し

く

、

い

る

の
に

感

服

さ

せ

ら

れ

た
。

私

は

廊

下

の
腰

板

の

へ
り

に

指

を

ふ

れ

て

歩

い
た

が

、

さ

ん

に

ほ

こ
り

な

く

、

便

所

も

き

れ

い
に

な

っ
て

い
た

校
内

の
整
備
整
頓

、
清
掃
の
行
き
届
い
て

指
先
に
少
し
の
ち
り
も
な
か
っ
た
。
窓

の

開
校
当
初
の
同
校

の
状
況
を
、
大
変
的
確
に
表
現
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

制
服
は
、
東
京

の
と
あ
る
有
名
私
立
高
校

の
制
服
に
似
た
モ
ダ

ン
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
制
服
の
外
に
、
校
内
服
な
る
も
の
が
あ

り
、
校
内
で
は
必
ず

こ
の
服
に
着
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

ま
た
当
時
、
軍
隊
生
活
の
中
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
指
導
生
徒
」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
上
級
生
が
、
よ
き
先

輩
と
し
て
下
級
生
に
対
し
、
勉
学
を
は
じ
め
学
生
生
活

の
全
般
に
わ
た

っ
て
こ
と
細
か
く
指
導
し
た
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
学
内
で
の
徹
底
し
た
教
育
指
導
は
、
臨
海
学
校
や
林
間
学
校
等

の
校
外
教
育

の
場
で
も
貫
か
れ

た
。
鎌
倉
の
由
比
ケ
浜

に
米
本
理
事
長
が
経
営
す
る
ホ
テ
ル
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
す
ぐ
裏
手

に
日
体
大
の
学
生
が
夏
場
そ
こ
で
よ
く
合
宿
を
行
う
施
設
が
あ

っ

'

た
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
は
こ
の
施
設
を
使

っ
て
臨
海
学
校
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
も
、
生
徒

は
、
沢
山
の
雑
巾
を
も

っ
て
行
き
、
内

・
外
が
全
部

ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
ま
で
磨

い
た
り
、
布
団
が
狭

い
押
入
れ
に
き
ち
ん
と
収
ま
る
ま

で
全
神
経
を
使

っ
て
何

度
も
そ
の
上
げ
下
げ
を
行

っ
た
と

い
う
。
林
間
学
校
も

一
年
生
を
対
象
に
昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十
三
年

ま
で
実
施
さ
れ
、
第

一

回
は
富
士
山
で
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
か
な
り
厳
し
い
自
衛
隊
な
み
の
キ

ャ
ン
プ
生
活
で
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
当
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
風
呂
が
な
か

っ
た
た
め
、
全
員
で
歌
を
う
た
い
な
が
ら
町
ま
で
入
り
に
行
か
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
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井
上
初
代
校
長
は
、
前
述

の
ご
と
く
教
育
界
か
ら
で
は
な
く
民
間
か
ら
登
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ

期

る
が
、
同
氏

の
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
人
生
経
験
に
基
づ
い
て
、
実
際
の
生
活
に
役
立

つ
躾
や
規
律

　第

を
学
校
生
活
全
般
や
校
外
授
業
等
を
通
し
生
徒
に
徹
底
し
て
指
導
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

貯

為

他
の
学
校
と
は
異
な
る
ユ
〒

ク
な
校
風
が
築
か
れ

世
間
か
ら
は
躾
の
厳
し
い
学
校
と
い

ユ第

う
評
価
を
受
け
る
程
に
な

っ
た
。

樹曜

三

)

警

内
容
の
改
編
と
運
動
ク
ラ
ブ
の
台
頭

撒

昭
和
三
+
五
年

開
校
は
並
・通
科
定
員

=

δ

名
三

学
級
)
、
商
業
科
定
異

・
名
三

学
級
)

碓

を
も

っ
て
開
校
し
た
が
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
定
員
毯

え
て
生
徒

の
入
学
を
許
可
し
て
い
る
.

初

上

の
表
は
、

一
期
生
か
ら
五
期
生
ま
で
の
生
徒
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
開

当校

校
当
初
の
本
校

の
勢
い
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

開

表

「開
校
当
初

の
生
徒
数
の
推
移
」
を
み
る
と
、
生
徒
数
は
年
を
追

っ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、

特
に
三
期
生
以
後
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
柏
市
周
辺
に
は
高
校
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
入
学
希
望

者
が
殺
到
し
た
結
果
で
あ

っ
た
。
三
期
生
の
時
に
は
、
施
設
が
間
に
合
わ
ず
、
廊
下
と
教
室
の
境
を
取
り
は
ず

し
て
授
業
を
行

い
、
四

期
生
を
迎
え
る
と
き
に
は
、
現
在
の
図
書
館
の
横
に
プ
レ

ハ
ブ
の
校
舎
を
建
設
し
て
対
応
し
た
。
こ
の
よ
う
な

入
学
者

の
激
増
は
同
時

に
、
入
学
定
員
の
変
更
を
迫
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
昭
和
三
十
九
年
、
学
則
を
改
正
し
、
普
通
科
定
貝

一
年
三
五
〇
名
、
二

・

三
年
各
二
五
〇
名
、
商
業
科
定
員

一
・
二

二
二
年
各

一
一
〇
名
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
商

業
科
も
普
通
科
同
様
定

＼1期2期
男7877

女3928

薯 髪i粥i

3期

173

113

57

56

4期5期

166189

88156

5760

4958
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昭和42年 度 より適用の教育課程

教

科

学 年

科 類型
目

基
準 単
位

第1学 年 第2学 年 第3学 年

共 通 A B A B

国

語

現 代 国 語 7 3 3 3 3 3

古 典 乙1 5 2 3 3

古 典 乙II 3 3 3

社

会

倫 理 社 会 2 2 2

政 治 経 済 2 3 3

日 本 史 3 4(3) 4

世 界 史 4 4 4

地 理 4 4

数

学

数 学1 5 6(5)

数 学II 5 5 6(5)

数 学III 5 5

理

科

物 理 5 5 5

化 学 4 4 4

生 物 4 4

地 学 2 2

外国語 英 語 15 5 5 6 5 5

体

育

体 育 9(7) 3(2) 3(2) 3(2) 3 3

保 健 衛 生 2 1 1 1 1

其

の

他

家 庭 一 般 (4) (2) (2) (2)

書 道 音 楽 2 書2(音2)

商業一般 ・
商簿 ・計算
実務

1 2 5

L・H・E 2 2 2 2 2

計 34 34 34 34 34

備 考()内 は女子 とす
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員
を
増
や
し
た
が
、
両
科

の
生
徒
数
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
当
時
、
普
通
科

へ
入
学
希
望
者
が
集
中
す
る
傾

向
に
あ

っ
た
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、
商
業
科
は
、
和
英
文
タ
イ
プ
、
珠
算
、
簿
記
、
会
計
な
ど
直
接
就
職
に
役
立

つ
技
術
教
育
に
重
点
を
置

い
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
実
際
商
業
科

の
卒
業
生
も
普
通
科
の
卒
業
生
も
同
じ
よ
う
な
職
種
に
着
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
た
た
め
、
商
業
科
の
存
在
意
義

も
薄
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
柏
日
体
高
等
学
校

で
は
昭
和
四
十
年
を
も

っ
て
商
業
科

の
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
期
生

卒
業
後
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
れ
に
伴

っ
て
学
則
を
変
更
し
、
普
通
科
の
み
男
子
定
員
二
〇
〇
名
、
女
子
二
〇
〇

名
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
状
を
冷
静
に
分
析
し
た
上
、
将
来

へ
向
け
て
着
実
な

一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
す
る
姿
勢

の
現
れ
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
商
業
科

の
廃
止
に
と
も
な

っ
て
、
普
通
科
の
教
育
課
程
も
改
善
さ
れ
た
。
そ
こ
で
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
適
用
さ
れ
た
普

通
科
の
教
育
課
程
を
掲
げ
て
お
き
た
い

〈前
頁
表
参
照
〉
。

改
正
後
の
総
履
修
単
位
数
を
み
る
と
、
そ
れ
が
九
十
三
か
ら

一
〇
二
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
以
前
の
教
育
課
程
で
は

選
択
制
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
教
育
課
程
か
ら
必
修
制
に
切
り
換
え
ら
れ
、
男
子
と
女
子
が
履
修
す
べ
き
科
目
及
び
そ
の
単
位
数

も
明
示
さ
れ
た
。

普
通
科

一
本
に
絞
り
再
出
発
を
図

っ
た
柏
日
体
高
等
学
校
で
あ

っ
た
が
、
も
う

一
つ
の
新
し
い
転
機
が
お
と
ず
れ
た
。
昭
和
四
十
四

年
七
月
を
も
っ
て
開
校
以
来
同
校
の
発
展

に
多
大

の
功
績
を
残
し
た
井
上
初
代
校
長
が
退
任
、
同
年
八
月
か
ら
二
代
目

の
校
長
と
し
て

池
田
晧
氏
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
各
地
の
学
校
や
教
職
員
の
間
で
学
園
の
民
主
化
を
求
め
る
運
動

が
た
か
ま

っ
て
き
て
お

り
、
柏
日
体
高
等
学
校
で
も
そ
の
民
主
化

の
気
運
は
熟
し
て
い
た
。
新
校
長
の
就
任
と
併
行
し
て
、
特
に
生
活
指
導
の
面
で
以
前
よ
り
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は
柔
軟
な
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
、
従
来
男
子
生
徒
に
対
し
て
短
髪
で
あ
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
は
正
式

に
長
髪
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
同
年
以
後
男
子
夏
服
の
上
衣
が
廃
止
さ

れ
、
ズ
ボ

ン
も
紺
色

の

も

の
に
変
更
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
八
月
に
就
任
し
た
池
田
校
長
も
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
を
も

っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
四
月
か
ら
入
木
林

平
氏
を
校
長
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
八
木
校
長

の
最
初
の
仕
事
は
、
開
校
以
来
続
い
て
い
た
男
女
別
学
を
男
女
共
学
と
し
、

入
学
定
員
も
三
二
〇
名

(八
学
級
)
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
初
は
、
男
女
共
学
に
対
し
不
満
を
持

つ
学
生
も
多
少
は
い
た
よ

う

で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
活
動
や
校
外
授
業
等
を
通
し
、
共
学
の
メ
リ
ッ
ト
が
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、

同
年
よ
り
教
員
が
校
長
以
下
四
十
六
名
に
な
り
、
よ
り

一
層

の
教
育
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
く
。

ま
た
、
こ
の
頃
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
面
で
も
新
し

い
展
開
が
み
ら
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。

開
校
当
初

の
昭
和
三
十
六
年
に
は
す
で
に
、
放
送
部
、
購
買
部
、
図
書
部
、
飼
育
部
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
、

自
動
車
部
、
テ

ニ
ス
部
、

バ
レ
i
部
、
剣
道
部
、
柔
道
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
野
球
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球
部
、
体
操
部
、
陸
上
競
技
部
、
園
芸
部
、
英

語
部
、
珠
算
部
、
美
術
部
、
写
真
部
、
書
道
部
の
計
二
十
二
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
そ
の
後
空
手
部
や
サ

ッ
カ
i
部
や
ラ
グ

ビ
ー
部
等

の
ク
ラ
ブ
が
創
部
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
対
に
廃
部
の
止
む
な
き
に
至

っ
た
ク
ラ
ブ
も
あ

っ
た
。
と
も
あ
れ
、
運
動
ク
ラ
ブ
の

活
躍
を
眺
め
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
二
、
三
年
頃
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
目
立

っ
た
成
績
を
上
げ
て
い
な
い
。
「
日
体
」
を
冠
す
る
高
校
に
し

て
は
不
満
の
残
る
成
績
で
あ

っ
た
。
そ
の
不
振
の
理
由
は
井
上
初
代
校
長
が
あ
え
て
競
技
力
向
上
策
を
と
ら
ず

、
躾
や
規
律
等
の
訓
育

面
を
重
視
し
た
と
こ
ろ
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
井
上
校
長
が
退
任
し
た
昭
和
四
十
四
、
五
年
を
境
に
、
運
動
ク
ラ
ブ
は
頭
角
を
現
し
は
じ
め
た
。
関
東
大
会
や
全
国
大
会
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に
も
出
場
す
る
ク
ラ
ブ
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
に
は
陸
上
競
技
部
が
関
東
大
会

に
、
四
十
五
年
に
は
全
国
大
会
に
選

手
を
送
り
出
し
た
し
、
空
手
部
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
県
大
会
の
団
体
組
手
で
悲
願
の
優
勝
を
達
成
し
て
い
る
。
サ
ッ
カ
i
部
や
体

操
競
技
部
も
、
県
内
で
は
上
位
の
成
績
を
収
め
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
五
十
年
代
に
入
る
と
、

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
の
他
に
、
少
林
寺
拳

法
部
と
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
部
も
全
国
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
よ
う

に
な
る
。
昭
和
五
十
二
年
に
は
少
林
寺
拳
法
部
が
全
日
本
大
会

個
人
演
武

(初
段
の
部
)
で
優
勝
を
収
め
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
部
も
昭
和
五
十
三
年
に
は
全
国
大
会
A
ク
ラ
ス
で
四
位
に
入
賞
し
た
の
で

あ
る
。

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
入
学
し
た
十
九
期
生

の

一
人
が
、
『創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』
の
中
で

「我
が
日
体
高

の
特
徴
と
い
う
と
運
動

系

の
ク
ラ
ブ
が
盛
ん
な
こ
と
だ
と
思
う
。
朝
は
早
く
か
ら
、
帰
り
は
下
校
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力

の
限
界
ま
で

出
し
、
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
る
。
授
業
よ
り
も
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
語

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

柏
日
体
高
等
学
校
は
ス
ポ
ー

ツ
の
エ
リ
ー
ト
養
成
校

へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
と

い
え
る
。
そ
れ
は
昭
和
四
十

四
、
五
年
か
ら
の
傾
向

で
あ
り
、
本
校
に
と

っ
て
の
大
き
な
転
換
期
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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(四
)

教
育
課
程
の
改
正

～
選
択
制

の
導
入
～

五
代
目
校
長
に
森
啓
氏
が
着
任
し
て
か
ら
二
年
後
、

つ
ま
り
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
同
校
に
と

っ
て
創
立
二
十
周
年
に
あ
た
る
年
度

で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
管
理
棟

の
増
築
及
び
諸
施
設
の
改
築
が
行
わ
れ
た
。
同
年
六
月
二
十
日
、
米

本
正
理
事
長
臨
席
の
も
と
で
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
際
全
生
徒
に
記
念
誌
と
校
名
入
り

の
ア
ル
バ
ム
が
配
布
さ

れ
た
し
、
さ
ら
に
は
、
同
年
十
月
二
十
九
日
に
、
同
校
の
関
係
者
を
集
め
二
十
周
年
記
念

の
会
が
柏
そ
ご
う
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ



昭和57年 度より適用の教育課程

教 ＼ 学 年 1年 2年 3年
1

A B A B

科 科目＼ぐ 必 修
1

必修 選択 必修 選択
1

必修 選択 必修 選択

国
国 語1

国 語II

5

5 5

語 現 代 文 3 3

古 典 3 3

現 代 社 会 4

日 本 史 4 4

社 世 界 史 2 2 2 2

地 理 4 4

2年 演 習1 (2) (2)

会 2年 演 習II (2) (2)

3年 演 習1 (2) (2)

3年 演 習II (2) (2)

数 学1
1

5

数 数 学II 4

代 数 ・ 幾 何 3 3

基 礎 解 析 3

学 微 分 ・ 積 分 3

確 率 ・ 統 計 (2)

理 科1
.

5

1 1

理 ※物理又は生物 4 4

※化学又は地学 4 4

理 科 演 習1 (2) (2)
科
理 科 演 習II (2) (2)

保 体 育 4

.

3 3 3 3

体 保 健 2

芸

術

音 楽

美 術

書 道
}い ずれか'2

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

英 語1 5

英 英 語II 4 4 4 4

講 読1 (2) (2)

講 読II (2) (2)

語 演 習1 (2) (2)

演 習II (2) (2)

家庭 家 庭 一 般 2
■

2

商業 簿 記 会 計 ②(2)

.

必 修 ク ラ ブ 1 1 1 1 1

HR

.

1

1

1 1 1 1
1

32+(2) 30+②+(2) 28×(2)×3 28十(2)×3

単位数合計 34 一 一 一 一
34 34 34 34
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の
二
十
周
年
を
迎
え
た
翌
年
に
は
学
則
も
改
正
さ
れ
、
入
学
定
員
は
三
二
〇
名
か
ら
三
六
〇
名

(八
学
級
)
に
増
員
さ
れ
た
。
さ
ら
に

昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
選
択
制
を
導
入
し
た
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
は
前
頁
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
り
、
昭
和
五
十
七
年

四
月
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
教
育
課
程
で
あ
る
。

こ
の
教
育
課
程
で
は
、
社
会

・
理
科

・
芸
術

・
英
語
の
各
教
科
に
選
択
科
目
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
選
択
科
目

の
多
く
は
少
人
数
で
授

業
を
行
う

「演
習
」
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
よ
り
き
め
細
か
く
徹
底
し
て
指
導
を
行
お
う
と
す
る
学
校
側
の
姿
勢
が

現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
間
の
社
会

の
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
青
少
年
に
与
え
る
影
響
も
深
刻
と
な

っ
た
。
た
め

に
、
生
徒
の
生
活
指
導

の
方
面
で
も
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
困
難
に
直
面
す
る
よ
う
に
も
な

っ
た
。
五
十
年
代

の
中
頃
か
ら
、
本
校

で
も
生
活
指
導
や
学
習

指
導
の
面
で
色
々
な
改
善
策
が
講
じ
ら
れ
た
の
も
そ
れ
が
た
め
で
あ

っ
た
。
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
全
学
生
に
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
を
作

ら
せ
、
点
検
す
る
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
、
翌
五
十
七
年
よ
り
二
年
生
を
対
象
に
六
泊
七
日
の
学
習
合
宿
も
開
始

さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、

五
十
入
年
に
は
、
生
徒

の
学
習
意
欲
を
ど
う
持
続
さ
せ
る
か
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
授
業
日
数
を
、

一
・
二
学
期
は

一
・
二

二
二

年
生
と
も
十

一
週
に
、
三
学
期
は

一
・
二

・
年
生
を
八
週
に
、
三
年
生
を
四
週
と
し
、
計

一
・
二
年
生
は
年
間
を
通
じ
三
十
週
に
、
三

年
生
は
二
十
六
週
に
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
同
年
よ
り
、
入
学
前
に
父
母
及
び
生
徒
を
本
学
体
育
館
に
集

め
、
説
明
会
を
実
施
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
こ
の
よ
う
な
説
明
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
十
九
年
に
は
、
同
和
教
育

に
つ
い
て
の
講
師
を

招
い
て
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、
六
十
年
と
六
十

一
年
に
は
、
性
教
育
に
つ
い
て
の
講
師
を
招

い
て
H
R
研
修
会
を
実
施
す
る
等
、
各

方
面
に
わ
た
っ
て
色
々
な
努
力
が
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
六
十
二
年
に
は
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
魅
力
あ
る
教
育
課
程
を
作
成
す
る
た
め
の
検
討
に
も
入

っ
た
。
そ
の
結
果
、
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昭和63年 度より適用の教育課程

必 修 選 択(下 記のいずれかを選ぶ)

1 国語15 音 楽13
現代社会4 美 術13

数学15 書 道13
理科16
体 育3
英語15
必修クラブ1

年 HR1

合計30単 位 合 計3単 位

必 修 選択Aグ ループ 選択Bグ ループ

国語II5 宗教と思想3 地域と現代2

2 日本史4

数 学II4

地域史と現代3
代数 ・幾何3

基礎解析演習2

数学演習12
化 学4 生 物3 生物実習2
体 育4 地 学3 理科実験2
英語II3 物 理3 図 芸2
家庭一般2 総合英語AI3 総合英語B2
必修クラブ1 サイ ドリー ダーAI3 実用英語講座2
HRl 英作文法演習AI3 簿記会計12

英会話13 音楽II2
中国語13 美術II2

年 音楽II3 書道II2
美術II3

合計28単 位 合 計5単 位

必 修 選 択(下 記のいずれかを選ぶ)

現代文3 総合応用国語3 生物演習3

3 古 、典3 文学作品研究3 総合英語AII3
世界史4 国際化時代の地理3 サ イ ド リー ダ ーAII3

地 理3 憲法と現代の日本3 英作文法演習AII3
体育(男)4 講座日本史3 英会話13
体育(女)2 数学演習II3 英会話II3
保 健2 実用数学3 中国語II3
英語II3 わかる数学3 簿記会計13
家庭一般(女)2 微分積分学3 簿記会計II3
必修 クラブ1 確率統計3 食 物3
HR1 天文と気象3 音楽史3

年 物理演習3 書道III3
化学演習3

合計24単 位 合 計9単 位
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昭
和
六
十
三
年
四
月
よ
り
前
頁
の
表
の
よ
う
な
教
育
課
程
が
採
用
さ
れ
、
以
前
よ
り
は
必
修
科
目
が
少
な
く
な

る

一
方
、
選
択
科
目
数

が
大
幅
に
増
え
る
と

い
う
選
択
必
修
制
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
必
修
科
目
の
外
に
、
多
く
の
選
択
科
目
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
国
際
化
社
会
を
前
提
に
し

た
外
国
語
関
連
科
目
が
多
く
採
用
さ
れ
、
平
成
元
年
度
か
ら
は
英
会
話

の
教
師
と
し
て
ブ
ラ
ッ
グ
氏
を
、
ま
た
中
国
語
の
教
師
と
し
て

彰
先
生
を
迎
え
る
に
い
た

っ
て

い
る
。

(五
)

施
設
の
拡
充
と
進
学
状
況

の
推
移

関
係
諸
氏
の
暖
か
い
援
助
を
得
て
、
現
在
の
戸
張
地
区
に
二
三
、
五

一
九
坪

(七
七
、
七
四
八
平
方
メ
ー
ト

ル
)
の
用
地
を
購
入
し

た
の
は
、
昭
和
三
十
四
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
三
十
五
年
二
月
に
は
早

々
と
本
館
第

一
期
工
事
に
着
工
し
、
同
年
七
月
に
は
竣
工

し
て
い
る
。
竣
工
と
同
時
に
柏
学
園
の
仮
校
舎
か
ら
の
移
転
が
行
わ
れ
、
ま
た
同
年
十
二
月
に
は
体
育
館
工
事

に
と
り
か
か
り
、
翌
年

三
月
に
完
工
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
三
月
、
本
館
第
二
期
工
事
と
し
て
本
館
西
側
の
増
築
工
事
が
竣
工
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
第
三

期
工
事
と
し
て
別
館
工
事
が
完
工
し
た
。
さ
ら
に
は
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
第
四
期
工
事
と
し
て
本
館
東
側

の
増
築
工
事
が
竣
工
し
こ

れ
を
も

っ
て
本
館

の
全
て
が
完
成
し
た
。
四
十
四
年
八
月
に
は
、
体
育
館
と
は
別
に
、
武
道
館
の
建
設
工
事

が
竣
工
し
、
四
十
六
年
三

月
に
は
女
子
更
衣
室
及
び
倉
庫
用
棟
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
会
議
室
棟
が
増
築
さ
れ
、
創
立

二
十
周
年
に
あ
た
る
昭
和

五
十
四
年
八
月
に
は
生
徒
用
玄
関

の
増
築
工
事
が
行
わ
れ
た
。
同
年
十
月
に
は
管
理
棟
増
築
工
事
が
竣
工
し
、

そ
れ
と
同
時
に
管
理
棟

が
本
館
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
同
年
十
二
月
に
は
、
別
館
普
通
教
室
が
調
理
室
、
生
物
室
、
補
習
室
等
に
改
築
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う

に
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事

の

一
環
と
し
て
、
特
に
施
設
の
整
備

・
拡
充
に
力
が
注
が
れ
た
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の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
父
兄
会
の
寄
附
で
外
周

フ
ェ
ン
ス
が
、
さ
ら
に
は
後
援
会
の
寄
附
で
野
球
場
防
球
ネ

ッ
ト
が
建
設
さ

れ
、
翌
五
十
七
年
八
月
に
は
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
二
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
拡
張
さ
れ
た
。
ま
た
同
年

十
月
に
は
軟
式
テ

ニ
ス

用
ク
レ
ー

コ
ー
ト
も
二
面
増
築
さ
れ
た
。
五
十
八
年
に
は
、
生
徒
集
会
所
兼
食
堂
が
完
成
し
、
六
十
年
九
月
に
は
家
庭
科
被
服
室
が
増

築
さ
れ
、
六
十

一
年
三
月
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
用
男
子
部
室
棟
が
建
設
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う

に
柏
日
体
高
等
学
校
で
は
年
を
追

っ
て
施
設
が
整
備

・
拡
充
さ
れ
た
結
果
、
現
在
で
は
大
変
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
が
出

来
上
が
り
、
生
徒
た
ち

の
大
い
な
る
学
園
生
活
の
支
え
と
な

っ
て
い
る
。

次

い
で
柏
日
体
高
等
学
校
の
進
学
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
本
校
は
開
校
以
来
約
九
、
五
〇
〇
名

の
卒

業
生
を
世
に
送
り
出
し

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
強

の
、

つ
ま
り
、

一
、
七
〇
〇
名
弱
の
卒
業
生
が
、
大
学
や
短
大

へ
進
学
し
て
い
る
。
姉

妹
校
で
あ
る
日
本
体
育
大
学

へ
の
進
学
者
が
最
も
多

い
が
、
そ
の
外
の
文
科
系
や
理
科
系
等

の
大
学
に
進
学
し

て
い
る
者
も
、
決
し
て

少
な
く
な
い
。

次
頁
の
表
は
、
第

一
期
生
か
ら
第
二
十
八
期
生
ま
で
の
進
学
状
況
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
表

か
ら
次
の
よ
う
な
傾
向

が
読
み
取
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
高
学
歴
社
会
を
背
景
に
、
近
年
、
大
学
進
学
率
が
伸
び
る
中
、
柏
日
体
で
は
大
学
進
学
率
が
横
這

い
状
態
に
あ
る
。
そ
の

上
、
現
在
よ
り
も
、
草
創
期
か
ら
十
五
期
生
頃
ま
で
の
方
が
大
学
及
び
短
大

へ
の
進
学
者

が
多
く
ま
た
進
学
率

も
高

い
傾
向
に
あ
る
。

特
に
、
三
期
か
ら
六
期
ま
で
の
男
子
生
徒

の

一
般
四
年
制
大
学

へ
の
進
学
者
が
多

い
の
が
目
立

つ
。
日
体
大

へ
の
進
学
者
に
限

っ
て
み

る
と
、
逆
に
十
五
期
生
以
後
の
方
が
、
日
体
大
及
び
日
体
大
女
子
短
大

へ
の
進
学
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
本
校
が

一1228一
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昭
和
四
十
年
代
の
中
頃
か
ち
運
動
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

い
っ
ぽ
う
、

女
子
の
保
育
、
看
護
な
ど
は
、
数
十
年
来
変
わ
る
こ
と
な
く
女
子
の
堅
実
な
職
業
教
育

の
場
と
し
て
希
望
者
が
絶
え
た
こ
と
が
な
く
、

ま
た
近
年
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
、
専
門
学
校

へ
の
進
学
希
望
者
が
男
女
を
問
わ
ず
増
え
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

(六
)

新
た
な
る
発
展
を
求
め
て

柏
日
体
高
等
学
校
は
、
関
係
諸
氏
の
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
と
、
日
本
体
育
会

の
、
と
り
わ
け
米
本
卯
吉
理
事
長

の
支
援
に
よ

っ
て
昭
和

三
十
五
年
四
月
、
開
校
し
た
。
草
創

の
頃
は
、
旧
帝
国
軍
人
で
あ

っ
た
井
上
初
代
校
長

の

「躾
」
教
育
が
生
徒

た
ち
に
浸
透
し
、
そ
の

結
果
、
特
に
訓
育
面
を
重
視
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
校
風
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
十
年
を
境
に
し
て
、
改
革

へ
の
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
た
と
え
ば
商
業
科
の
廃
止
や
男
女
共
学

の
導
入
、
そ
れ
に

伴
な
う
教
育
課
程
の
改
正
等
幾

つ
か
の
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
反
面
、
草
創
の
頃
と
比
べ
る
と
他
の
学
校

と
似
た
よ
う
な
カ
ラ
ー

に
お
さ
ま
り
、
特
色
が
薄
ら

い
で
き
た
と
も

い
え
よ
う
。
新
た
な
る
カ
ラ
ー
の
創
造
が
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
ひ
と

つ
は

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
で
構
想
さ
れ
て
い
る
国
際
化
社
会

・
情
報
化
社
会

へ
の
対
応
策

の
う
ち
に
見
出
せ
よ
う
。
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浜
松
日
体
高
等
学
校

校

歌

一
戸
弘
哉

作
詩

鷹
司
平
通

作
曲

}
、
久
遠

に
光

る
富
士

が
嶺

は

わ
れ
ら
が
か
ざ
す
旗
幟
な
り

立
て
し
心

の
擁

み
な
く

理
想

の
峰

に
の
ぼ
ら
ば
や

学

び
の
庭
は
積
志
台
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